
 

□ 、各部からの 報 集

□各部の災 対応の指 ・確

 

□仮設トイ ２１ を新里ト ー

ニングセンターへ運搬（東北地

整備 ）

□田老地区の避難所へ通 車を 予定（東北地 整備 ）

□ 行 に る海上捜索（海上自衛隊）

□シ ー のサー スが可能（海上自衛隊）

□重茂地区の県道重茂半島線の向渡橋の復旧は、２１日に 予定（宮古地域振興センター）

□応急仮設住宅は、 備が出来 第、入 が可能（宮古地域振興センター）

□大 で入浴サー スが可能（宮古地域振興センター）

□ 流物、 物の いを明確に されたい。（会 から宮古警察署へ意見）

□重茂地区、重茂 協、後藤医 が通電（東北電力）

□ア ート入 者への通電対応を考え いく。（東北電力）

□安 は、 の １人、行 明２人、 の行 明２人、遺体 ２ ５体

□重茂地区、田老地区、津軽石地区の避難所で陸上自衛隊が給食支援（市民生活部）

□津軽石小学校で入浴支援（市民生活部）

□自 車の撤去 は、１，０００ を えた。（ 山地区、藤原埠頭、宮古湾 ース北 ）

（都市整備部）

□水道復旧 は、県 宮古 と えみの里付近が通水、復旧 は ６ らいである。（上

下水道部）

□２０日は中里地区から鍬ヶ崎小学校 で、崎山小学校、崎山中学校、国民 の付近を作業

予定（上下水道部）

□備 の燃料は、ガソリン３５キロリットル、軽油１３キロリットル、灯油１ キロリットル（産

業振興部）

□田岡 （ 田地区）、カ イ（国道１０６号バイ ス）、 、中 石油（ 町地区）、ミ

コ石油（津軽石地区）で２，０００ を上 に給油可能（産業振興部）

 

□ 、各部からの 報 集

□各部の災 対応の指 ・確

 

□避難者５，９００人、遺体 ２９０体（１５体 ）、田老地区で火 場開始

□ ー ー を開設（東北地 整備 ）
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□米軍ヘリの物資輸送拠点は、コープケミカル敷地内（陸上自衛隊）

□津軽石小学校、重茂地区、グリーンピア三陸みやこで給食支援（陸上自衛隊）

□津軽石小学校で男女各１セットの入浴支援（陸上自衛隊）

□海上捜索で遺体を発見（海上自衛隊、海上保安庁）

□遺体搬送は湾内が宮古市、外洋が釜石市へ（海上保安庁）

□民間輸送も考えながら、物資輸送の流れをつくりたい。（宮古地域振興センター）

□重茂地区の県道重茂半島線の向渡橋の復旧は遅れ気味である。（宮古地域振興センター）

□田代川水門を開放したい。（宮古地域振興センター）

□田代川水門付近を集中的に瓦礫の撤去作業を進めたい。（陸上自衛隊）

□運転免許更新は、盛岡運転免許センターアイーナでの手続き（宮古警察署）

□宮古警察署、田老第一中学校、恵風支援学校が通電（東北電力）

□保久田－末広町間は瓦礫撤去後の作業（東北電力）

□今月末の復旧を努力目標（ＮＴＴ）

□自民党の大島副総裁が来庁

□三陸鉄道宮古駅－田老駅間で１日３便の運行を開始（総務企画部）

□県北バス山田－大槌間で１日３便（総務企画部）

□コミュニティＦＭが２２日に放送開始（窓口は企画課）、９時３０分～１３時、１４時～１６時

（総務企画部）

□罹災証明書は税務課が対応、印鑑が無い場合はサインで可能（総務企画部）

□仙北市が２１日に第２回目の炊き出し支援、宿泊施設に２泊３日で２，０００人の受入れを用

意（市民生活部）

□応急仮設住宅は、３月２５日からの募集を目指す。（都市整備部）

□愛宕地区、西ヶ丘地区（さくら公園）、グリーンピア三陸みやこに応急仮設住宅４３２戸の建設

を予定（都市整備部）

□水道復旧地域は、中里団地地区、崎山地区（上下水道部）

□燃料は、ガソリン３５キロリットル、軽油１９．２キロリットル、灯油３２．６キロリットル

（産業振興部）

 

□国道４５号は対面通行が可能（三陸国道事務所）

□築地地区、高浜地区の歩道の瓦礫撤去を行う。（三陸国道事務所）

□重茂南地区の捜索を継続（陸上自衛隊）

□田代川水門の瓦礫撤去を行う。（海上保安庁）

□物資輸送はトラック協会と連携を図りたい。（宮古地域振興センター）

□重茂地区の県道重茂半島線の向渡橋の復旧は２４日を目標（宮古地域振興センター）

□避難所運営に人的支援、生活困窮者のニーズ調査が必要、医師巡回を引き続き行う。（宮古地域

振興センター）

□山田町で事務所荒らしが発生（宮古警察署）

□１１９番通報は、ＮＴＴドコモ１回線、ａｕ２回線を確保し、救急・救助体制が可能（宮古消

防署）

□藤原埠頭内で車両火災、バッテリーショートが原因か？（宮古消防署）

□鍬ヶ崎地区の復旧作業、田老第一中学校は通電したが施設の調査が必要、重茂地区の追切は電

源車での対応（東北電力）

東日本大震災の「記録」〜岩手県宮古市〜
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□ 電戸 は発災時６３， ４２戸が １４，２９ 戸、市 所は付近の瓦礫撤去後の３月２

５日を目標（東北電力）

□水道復旧 は、田老地区の 内で給水開始（上下水道部）

□上下水道部 部の携 電 番号は０９０－６ ９－５４ ４（上下水道部）

□田老地区で重 、火 場 の燃料が し り、 的に対応したい。（産業振興部）

□県 高校の合 発 は、３月２２日１５時に県 宮古高校で市内各高校を発 （ 部）

□火 場の能力は１日に３体（田老総合事務所）

□ＮＴＴドコモが復旧し、川 地区で通 が可能（川 総合事務所）

 

□避難者は５，９００人から６，１００人に 、遺体 ３０６体、火 場は２４日 で 、

安 でも火 を行う。

□部隊の を 小する。（陸上自衛隊）

□あ くさが物資を し、下 市から入 （陸上自衛隊）

□ 日の遺体発見はなし。（陸上自衛隊）

□支援物資の搬入出は自衛隊が 力、民間は 的（宮古地域振興センター）

□開門した水門は開 可能を確 （宮古地域振興センター）

□ 地区の 衛門の水門は６時から１ 時の時間 に開門し、 間は を （宮古地

域振興センター）

□ 電戸 は１４，２９ 戸から１３，９４ 戸へ（東北電力）

□市 所の復旧作業は明日２２日から行う。（東北電力）

□ の高 電源車は高浜地区へ （東北電力）

□日出島地区への電源 給を 中（東北電力）

□コミュニティＦＭの 放送を開始、山田町 間 、崎山地区、 目地区 で電 が く。（総

務企画部）

□２３日から 手県と合 で宮古地区合 庁 １ に窓口を開設（市民生活部）

□車両撤去は火災防 のため、バッテリーターミナルの り外しを業者に 、燃料の き り

は難しい。（都市整備部）

□ 撤去は市が 施するが、撤去を れたら 人が撤去する。（都市整備部）

□水道復旧 は、は り、 ヶ浜 ーク テルの受水 への給水対応（上下水道部）

 

□重茂地区の な の 下を捜索（陸上自衛隊）

□米軍の輸送を予定（陸上自衛隊）

□宮古市民総合体 シーアリーナ、グリーンピア三陸みやこの部隊は宿営場所を （陸上自

衛隊）

□ 田町の り （１０ 中 入 ）で火災が発生し 、１人 （宮古消防署）

□高浜地区、 浜地区は電源車での対応（東北電力）

□日出島ルートの電源復旧 を する。（東北電力）

□宮古小学校、鍬ヶ崎小学校に ータ ル衛 携 電 に る 設公 電 を開設（ＮＴＴ）

□ＮＴＴ東日 宮古支 の庁 は、 が し復旧が しい （ＮＴＴ）

□津軽石地区、重茂地区、田老地区の復旧の目 た 。（ＮＴＴ）
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□コミュニティＦＭ放送のガソリンスタンドに する 報で一部 を く。（総務企画部）

□２３日から 手県と合 で宮古地区合 庁 １ へ窓口を開設（市民生活部）

□車両撤去 は １，１２０ 、 浜地区は後２００ で （都市整備部）

□水道復旧 は、藤原地区、 地区は復旧、 地区の 水 所が大きい。（上下水道部）

□あ くさが軽油を 時から１１時３０分の間で搬入（産業振興部）

□ 日、県 高校の合 発 （ 部）

 

□遺体 ３１５体

□ 岡県からリ ンが 代（東北地 整備 ）

□ 面クラック （三陸国道事務所）

□住民ニーズの が必要である。（陸上自衛隊）

□外洋で した遺体は釜石市へ搬送とし いたが、 、 で し宮古近海の遺体は宮古

市へ搬送（海上保安庁）

□内陸部市町 の応援を （宮古地域振興センター）

□重茂地区の県道重茂半島線の向渡橋の復旧は２４日の 予定（宮古地域振興センター）

□防 部分は のう で応急復旧（宮古地域振興センター）

□ 浜地区、高浜地区で一部通電の予定（東北電力）

□県北１０６急行バスが 便（総務企画部）

□ 山田線は宮古駅－盛岡駅間が３月２ 日に運行 開の予定（総務企画部）

□宮古消防署への避難者は、山口小学校へ さ たい。（市民生活部）

東日本大震災の「記録」〜岩手県宮古市〜
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□ で風 、食事を２００人に （市民生活部）

□鍬ヶ崎地区の道 制は 日１３時から１ 時 で 施、明日２３日は 時から１ 時３０分

で 施予定（都市整備部）

□水道復旧 は、向町地区、大通地区、鍬ヶ崎小学校、 町地区は復旧、 浜地区、高浜地

区で送水 、 地区は１９時から 日 時の時間 を 水し 水を調査（上下水道部）

□ガソリン１．２キロリットル、軽油６ ．３３キロリットル入 た。（産業振興部）

□明日２３日、小中学校 会 を開 （ 部）

 

□遺体 は、宮町地区の 体 センターに１６０体（ 確 １４０体）、 体

に４１体（ 確 ３５体）、県 宮古北高校に９５体（ 確 ６体）

□国道４５号築地地区、高浜地区で瓦礫の撤去作業（三陸国道事務所）

□重茂地区で発災後の市の対応に の （陸上自衛隊）

□市は復興、 くりの 向 を す き（陸上自衛隊）

□米軍ヘリに る物資輸送時の 陸に う 意 は宮古消防署が （陸上自衛隊）

□鍬ヶ崎地区を 水 が捜索を行う。（海上保安庁）

□ 手県副 事が来宮（宮古地域振興センター）

□ 日から 手県と合 で宮古地区合 庁 １ に窓口を開設（宮古地域振興センター）

□宮古市 外で自 者の 報、 のケアが重要（宮古警察署）

□ 急援助隊は する 向で調整（宮古消防署）

□ 電戸 １３，９４ 戸が１２， ４２戸へ（東北電力）

□ Ｎ、 ッ を き、通 施設が復旧（ＮＴＴ）

□築地地区、愛宕地区で消 作業を 施（保 部）

□応急仮設住宅入 者の受付を開始（都市整備部）

□ の が いる瓦礫には手を付 ない （都市整備部）

□水道復旧 は、は り、 内地区が復旧、 地区の 水調査は２４時間体制で 施（上

下水道部）

□ 災事業者に復興の り みの き（産業振興部）

【
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】
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□遺体 ３２４体

□ 面クラック （三陸国道事務所）

□宮古地区で４体、田老地区で３体の遺体を （陸上自衛隊）

□米軍でドラ ５０ （う 宮古市分３０ ）を藤原埠頭へ輸送（陸上自衛隊）

□重茂地区の炊出し支援部隊を撤 し、宮古小学校へ （陸上自衛隊）

□鍬ヶ崎地区を 水調査し、湾内に 、車両が でいる。（海上保安庁）

□市民 に５０ （宮古地域振興センター）

□内陸部で 災者を２泊３日で一時的に受入れる。（宮古地域振興センター）

□物資運搬は ト運輸（宮古地域振興センター）

□避難者のニーズ調査を行う。（宮古地域振興センター）

□グリーンピア三陸みやこへ応急仮設住宅２６０戸を （宮古地域振興センター）

□ 安 のため トロールを （宮古警察署）

□藤原地区、愛宕地区は復旧、市 所の復旧は３月２６日を見 。（東北電力）

□ＮＴＴ宮古 が調整中のため、宮古－盛岡間の発 が 可能（ＮＴＴ）

□避難所は、 日５， ００人が 日５，２００人で６００人の （市民生活部）

□重茂地区は 協中 の自 を し、地区 との対応とする。連 拠点は 協とする。（市

民生活部）

□藤原地区で消 作業を 施（保 部）

□宮古地区合 庁 の市民 窓口に 課、 会 協 会 も対応（保 部）

□山田町民からの応急仮設住宅の入 し みも受付 る。（都市整備部）

□応急仮設住宅 みの り いについ 、県へ 一的見 を す う し入れ（都市整備部）

□ 用 進住宅は、６か月しか入 を めないとのこと。県から の きか を う。（都市整

備部）

□ の が いる瓦礫には手を付 ない （都市整備部）

□公道の車両撤去は 、撤去 は１，３００ （都市整備部）

□水道復旧 は、 地区の 水 所は発見でき 。今後、 水なしで調査を進める。（上下水

道部）

□ 内地区は応急的給水、田老地区は 災し いない場所への送水は可能、藤の川－高浜間の

の 水調査は歩道の瓦礫撤去後となる。（上下水道部）

□ 急車両用の燃料は確保でき いる。（宮古消防署で 時４キロリットル備 ）、市内ガソリン

スタンドは 自ルートで 入れを確保し いる う 。（産業支援センター）

□ 部 学 で学校 開の調査を行う。（ 部）

□田老総合事務所への市道の瓦礫撤去作業。 地区６人の行 明者は遺体で発見（田老総合

事務所）

□山田町民の遺体３体を火 （川 総合事務所）

□東北総合通 から衛 携 電 １０ 、 付 １０ の を受 る。

 

□内陸への 住者の をとりたい。（宮古地域振興センター）

□避難所生活のアンケートを 施するので市の協力を 。（宮古地域振興センター）

□避難所内の自 のため、代 者を めた が いのではないか。（宮古地域振興センター）
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□ 安 のため２４時間体制で警らを行う。（宮古警察署）

□第 中学校避難所で灯油の 難 （宮古警察署）

□重茂地区の南 の対 を進める。（東北電力）

□市 所 庁 は２５日に通電予定（東北電力）

□東北電力宮古営業所 内の 電戸 は１２，５５６戸（東北電力）

□ＮＴＴ宮古 は 中、田老地区の復旧は目 が た 。（ＮＴＴ）

□東北総合通 から無線 の 出につい 調査あり。衛 携 電 １０ 、衛 定電

１０ の 受 の 定に り、各部に対する を 会（ 課）

□応急仮設住宅は２ 日が し みの め切り（都市整備部）

□水道復旧 は、復旧 ９０ 、 地区の 水調査を進める。（上下水道部）

□藤の川地区から高浜地区にか の調査は、国道の瓦礫撤去が必要（上下水道部）

□ 会 を 日１３時から行う。（ 部）

 

□遺体 ３２９体、 明の遺体 ５５体

□水道復旧調査のため、瓦礫撤去を明日２５日から行う。（三陸国道事務所）

□民生支援部隊は重茂地区から宮古小学校へ し 活 （陸上自衛隊）

□宮古湾 外洋で 水調査（海上保安庁）

□ 川内に車両が でいる場合、捜索はするが引き上 は 可能（海上保安庁）

□水門 調査を 施、手 での 作を確 （宮古地域振興センター）

□応急仮設住宅は２５日に （宮古地域振興センター）

□ 物が え き いる。（宮古警察署）

□重茂地区の南 は電源車で通電対応（東北電力）

□市 所 庁 は明日２５日に通電 を 施、 作業は２５日を予定（東北電力）

□ＮＴＴ田老 の復旧は４月 （ＮＴＴ）

□ 団体からの支援 出につい は、 師、保 師 の人的支援を要 する

□ の行 明者は１人で、新 報道は りである。

□罹災証明書を一時発行 （ 日、１ 人 らい発行 み）

□資源 ミ 集の車両を可燃 ミ 集に活用し いく。（市民生活部）

□ 手県災 救助 明会の開 が２６日～２ 日 の見 み。（保 部）

□ 宅高 者の 調査を 施し いく。（保 部）

□ 市で入 者の受入れについ の 出あり。（都市整備部）

□水道復旧 は、９０ の復旧 （上下水道部）

□応急仮設住宅の し みは１９ （田老総合事務所）

□田老地区の火 場は、３ を運用し いる （田老総合事務所）

□川 地区の火 場は、市外からの遺体を受入れ（川 総合事務所）

 

□グリーンピア三陸みやこの応急仮設住宅への電力、食事 の を要す。（陸上自衛隊）

□宮古の が石 市で回 された。（海上保安庁）

□ 事 が え いる。（宮古警察署）

□宮古市の 電戸 は４， ３６戸（東北電力）

□宮古－盛岡間が通 可能、重茂地区、田老地区、 地区の復旧の目 た 。（ＮＴＴ）
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□盛岡市の 老人施設へ１５人を 送（保 部）

□２６日から 山田線 合 切の復旧 事を 施（都市整備部）

□水道復旧 は、鍬ヶ崎地区の給水 イントを やし しいとの要 あり。（上下水道部）

□県 宮古北高校での医 がグリーンピア三陸みやこへ し 活 （田老総合事務所）

 

□重茂地区の を 水調査し、車両１４ を発見（海上保安庁）

□遺体１体を （海上保安庁）

□宮古 用 に通電（東北電力）

□２ 日から市 所 庁 ３ で窓口業務を 開（市民生活部）

□水道復旧 は、高浜地区で 水 所を発見（上下水道部）

 

□瓦礫の撤去作業を引き続き行う。（三陸国道事務所）

□瓦礫の中から 物 の ン を発見したら、自衛隊、 手県警察へ （陸上自衛隊）

□重茂地区の を引き続き捜索（海上保安庁）

□支援 を する。（宮古地域振興センター）

□運転免許証の 付は、３月２ 日から４月 日 での月・水・ 日に発行を行う。（宮古警

察署）

□重茂地区の電力復旧には３０ の建 が必要（東北電力）

□市内の 電戸 ５，０００戸（ を でいるので 半 の戸 か？）（東北電力）

□ 地区の小 内、重茂地区のＮＴＴ の復旧は来 中に目 をつ たい。（ＮＴＴ）

東日本大震災の「記録」〜岩手県宮古市〜

41



□田老地区のＮＴＴ の復旧は４月末を目 （ＮＴＴ）

□東副大 が来宮

□市 所 庁 ３ で２ 日から窓口業務を 開（市民生活部）

□ ・日 日の ミ 集は を 小する。（市民生活部）

□２６５体火 、宮古地区の火 場は２ 日に み、田老地区の遺体安 所は田老公民 へ（市

民生活部）

□鍬ヶ崎地区の通行 制は ・日 日も継続（都市整備部）

□水道復旧 は、高浜地区で一部通水、崎山地区の 月は 復旧、鍬ヶ崎地内に給水 １０か

所を設 （上下水道部）

□新里ト ーニングセンターの集 所は ンク （新里総合事務所）

 

  

□遺体 ３３２体

□田老第一中学校の瓦礫撤去（陸上自衛隊）

□重茂地区の石浜で車両２ を発見したが、遺体は発見され 。（海上保安庁）

□内陸部への一時 住に ０人が （宮古地域振興センター）

□ 間の警らのため、市 事業者につい 報 を う。（宮古警察署）

□宮古地区のＮＴＴ から田老 面へのケー ル切 が しい。（ＮＴＴ）

□２ 日からシステ に い、総合窓口課は市 所 庁 ３ へ（ ）

□山 市 は 総 大 に電 で を報 （ ）

□県北１０６急行バスは９便に 便（総務企画部）

□ 山田線宮古駅－盛岡駅間は１ 時１１分から 開、明日２ 日から１日３ 復で運行予定

（総務企画部）

□国から の撤去 が された。（都市整備部）

□水道復旧 は、高浜地区が復旧、田老地区の

内 で復旧、鍬ヶ崎地区は しい （都市

整備部）

□ 県 が１２人応援（新里総合事務所）

 

 

  

□国道４５号築地地区、高浜－ 浜間の瓦礫を撤

去（三陸国道事務所）

□ヘリに る 災 の 察を に消防 者、

後に広報 者で 施（陸上自衛隊）

□国の を市町 に 、県と市の整合 を図

る。（宮古地域振興センター）

□ 安 に努める。（宮古警察署）

□宮古駅 －末広町間を重点に戸 復旧（東北電力）

□市内の 電戸 は ５，０００戸（東北電力）

□重茂地区から 地区の小 内間のケー ル復旧

作業（ＮＴＴ）

□ 地区の小 内は一部で通 が可能（ＮＴＴ）

□田老地区のＮＴＴ の復旧は４月末を目 （ＮＴＴ）

□東副大 が来宮

□市 所 庁 ３ で２ 日から窓口業務を 開（市民生活部）

□ ・日 日の ミ 集は を 小する。（市民生活部）

□２６５体火 、宮古地区の火 場は２ 日に み、田老地区の遺体安 所は田老公民 へ（市

民生活部）

□鍬ヶ崎地区の通行 制は ・日 日も継続（都市整備部）

□水道復旧 は、高浜地区で一部通水、崎山地区の 月は 復旧、鍬ヶ崎地内に給水 １０か

所を設 （上下水道部）

□新里ト ーニングセンターの集 所は ンク （新里総合事務所）

 

  

□遺体 ３３２体

□田老第一中学校の瓦礫撤去（陸上自衛隊）

□重茂地区の石浜で車両２ を発見したが、遺体は発見され 。（海上保安庁）

□内陸部への一時 住に ０人が （宮古地域振興センター）

□ 間の警らのため、市 事業者につい 報 を う。（宮古警察署）

□宮古地区のＮＴＴ から田老 面へのケー ル切 が しい。（ＮＴＴ）

□２ 日からシステ に い、総合窓口課は市 所 庁 ３ へ（ ）

□山 市 は 総 大 に電 で を報 （ ）

□県北１０６急行バスは９便に 便（総務企画部）

□ 山田線宮古駅－盛岡駅間は１ 時１１分から 開、明日２ 日から１日３ 復で運行予定

（総務企画部）

□国から の撤去 が された。（都市整備部）

□水道復旧 は、高浜地区が復旧、田老地区の

内 で復旧、鍬ヶ崎地区は しい （都市

整備部）

□ 県 が１２人応援（新里総合事務所）

 

 

  

□国道４５号築地地区、高浜－ 浜間の瓦礫を撤

去（三陸国道事務所）

□ヘリに る 災 の 察を に消防 者、

後に広報 者で 施（陸上自衛隊）

□国の を市町 に 、県と市の整合 を図

る。（宮古地域振興センター）

□ 安 に努める。（宮古警察署）

□宮古駅 －末広町間を重点に戸 復旧（東北電力）

□市内の 電戸 は ５，０００戸（東北電力）

□重茂地区から 地区の小 内間のケー ル復旧

作業（ＮＴＴ）

□ 地区の小 内は一部で通 が可能（ＮＴＴ）
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□山 市 が９時からＮ の日 に生出 （ ）

□罹災証明書は３月２６日から発行（総務企画部）

□２ 日から住民 システ が （市民生活部）

□水道復旧 は、高浜地区から 浜老人 センター での復旧作業を行う。（上下水道部）

□ ヶ浜 ーク テル、日 浜地内に給水車（上下水道部）

 

□遺体 ３４６体（１４体 ）、宮古地区が２２９体で 明者２６体、田老地区が１１ 体で

明者１９体

□ヘリに る 災 の 察を明日２ 日に 施予定（陸上自衛隊）

□Ｍ が 間警 を 施（陸上自衛隊）

□ 日の遺体発見なし。（海上保安庁）

□国道１０６号下 トン ルで１０ らいの事 、消防が出 するもケガ人なし。（宮古警察署）

□末広町の大 電気が電力復旧（東北電力）

□ 協 ルへの通電、重茂地区の復旧のための建 を 画する。（東北電力）

□重茂地区から 地区の小 内間のケー ル復旧作業（ＮＴＴ）

□ 地区の小 内は一部で通 が可能（ＮＴＴ）

□アルバ や な 人の 産は自衛隊が避難所に み、避難所で保 することで対応す

る。（ ）

□行 明者リストは、住民 システ の に り、住 ータを に行 明者の

調査を行う。（総務企画部）

□北海道 事 の 者 を４月４日から４月６日の 時３０分から１ 時に 施（総務企

画部）

□ 援 の受付は、口 を開設する 向で調整中（総務企画部）

□鍬ヶ崎地区の 上に があり、道 復旧に支 あり。（都市整備部）

□水道復旧 は、愛宕地区、 地地区、 協 ルは復旧、 浜地区の復旧作業を進める。（上

下水道部）

□軽 １４キロリットル入る。（今後、 ースで入 くる見 み）（産業振興部）

□カ イガソリンスタンド（国道１０６号バイ ス）で３，０００ で入れることができると

の 報あり。（産業振興部）

□ で 災者を対 とし 、月・水・ 日に送 付きで入浴無料 （川 総合事務所）

□明日２ 日から部 会 を１６時から、災 対 部会 を１ 時からとする。（ ）

 

□遺体 ３５０体（田老地区４体 ）、宮古地区が２２９体、田老地区が１２１体

□瓦礫の撤去作業を 施した。（三陸国道事務所）

□ に いない は に り撤去可能と 、鍬ヶ崎地区、田老地区を集中的に瓦礫

の撤去作業を行う。（陸上自衛隊）

□避難者からのニーズがあれ 、 会を開 したい。（陸上自衛隊）

□米軍作業 （ク ーン ）が３月２ 日に宮古へ 、鍬ヶ崎地区で作業を予定（海上保安庁）

□宮古消防署で開 し いた広域対 会 を今 から宮古地区合 庁 で開 するとともに、宮

古市 からは出 しない。（宮古地域振興センター）

□陸上自衛隊の宿営場所を宮古消防署から宮古地区合 庁 へ す。（宮古地域振興センター）
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□ 間からの 者あり。 のケアが必要（宮古警察署）

□重茂地区の北 、南 に電源車で対応中（東北電力）

□鍬ヶ崎地区の通電 画を設 中（東北電力）

□ 地区の小 内、重茂地区が１４時に復旧（ＮＴＴ）

□田老地区は４月末の復旧見 み、戸 の電 線の り しが必要（ＮＴＴ）

□明日２９日から、災 対 部会 に宮古市消防団 が （ ）

□道 復旧 は、３１日 で中 通、末広町の 上の み撤去を重点的に行う。（都市整備部）

□自衛隊へ重 の協力（都市整備部）

□瓦礫集 場所が 、 場での ができないか、県の を う。（都市整備部）

□水道復旧 は、 浜地区、鍬ヶ崎地区の通水 、遺体捜索作業に り中 （上下水道部）

□高 、 ヶ浜 ーク テルへの給水車対応（上下水道部）

□田老総合事務所 の瓦礫撤去は、明日２９日の で （田老総合事務所）

□ 川の瓦礫 は、し らく続行（田老総合事務所）

□広域対 会 を３月２ 日から宮古地区合 庁 へ （ ）（ ）

 

□遺体 ３５ 体（ 体 ）

□リ ンが 古 地 整備 に 代（東北地 整備 ）

□田老地区、築地地区、 浜地区の瓦礫の撤去作業は明日３０日の 中で し、 地区へ

（三陸国道事務所）

□遺体２体を発見、 物５０ （陸上自衛隊）

□鍬ヶ崎地区の作業で 力が しい。（陸上自衛隊）

□米軍作業 が３月３０日に鍬ヶ崎地区で 水捜索（海上保安庁）

□明日３０日に第１回目の内陸への一時 に５２人を予定（宮古地域振興センター）

□ 浜地区の防 の盛 作業は１ 間（宮古地域振興センター）

□大 水門の資 調 、医 の調整（宮古地域振興センター）

□市内の戸 送電の作業（東北電力）

□重茂地区の北 、南 へ建 作業、電源車での対応中（東北電力）

□鍬ヶ崎地区の通電 画を設 中（東北電力）

□ 協 ルへの通電作業が難 （東北電力）

□田老地区のＮＴＴ の復旧作業（ＮＴＴ）

□第 、第 面隊が応援し田老地区の 通整 （宮古市消防団）

□田老地区の瓦礫 場－田老 場付近に県 地あり。（県に対し 務 との調整を う）（都

市整備部）

□水道復旧 は、重茂地区の里で一部作業中（上下水道部）

□ 浜地区、鍬ヶ崎地区、田老地区の高 は給水車での対応（上下水道部）

□軽 １４キロリットル入る、（田老地区 キロリットル・作業用重 キロリットル）（産業振

興部）

□ドラ ストック分の灯油は、カ イのタンクローリーで避難所へ 送（産業振興部）

□ランドセル１５０ 、リュックサック１２０ の を受 る。（ 部）

 

□遺体 ３６２体 ５体
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□避難所の 行 画は、生活支援活 と 連するので調整したい。（陸上自衛隊）

□自衛隊の 隊は、グリーンピア三陸みやこの開 につい 調整（陸上自衛隊）

□田老地区の小 内で洋上捜索の要 あり。（海上保安庁）

□第１回目の内陸への一時 に５１人（宮古地域振興センター）

□愛宕地区に応急仮設住宅 ２戸を建設予定（宮古地域振興センター）

□避難所の 行にあた は、 間の確保と市内輸送ステ の 築を いたい。（宮古地域振興セ

ンター）

□ 風 予防に 意、山田町で２ あり。（宮古地域振興センター）

□明日３１日、藤の川地区の 付近で遺体捜索の予定（宮古警察署）

□市内の戸 送電作業、通電 が （東北電力）

□重茂地区の 部で建 作業（東北電力）

□国道４５号の 通整 に ６人が出 （宮古市消防団）

□第１分団から第９分団は３１日で 警を 、 後５つの分団で巡回を継続（宮古市消防団）

□ 行４５か所の避難所を体 の指定避難所１９か所に 行し、 的に総合体 に集

したい。（市民生活部）

□水道復旧 は、 浜－ 面の高 に通水、点 後に鍬ヶ崎地区の 市場へ給水、重茂

地区の石浜は電源車に り ンプが し給水が可能（上下水道部）

□県 宮古 業高校が 水 につき、県 宮古 業高校、県 宮古水産高校で 業を行う。（

部）

  

□遺体 ３６ 体（６体 ）、 明４２体
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□国道４５号の歩道部分の瓦礫撤去（三陸国道事務所）

□津軽石地区で１体の遺体を発見（陸上自衛隊）

□明日１日に遺体捜索、生活支援（陸上自衛隊）

□米軍に る海 上 を確 （陸上自衛隊）

□田老地区の小 内で ートに る洋上捜索（海上保安庁）

□崎山地区の大 、日出島で捜索要 があり調整をする。（海上保安庁）

□物資 分、避難所支援（宮古地域振興センター）

□ 浜地区の防 、大 水門を調整（宮古地域振興センター）

□藤の川地区での遺体発見なし。（宮古警察署）

□重茂地区の追切 北は４月３日 、 は４月６日 に復旧の見 み。（東北電力）

□宮古 協が通電（東北電力）

□国道４５号の 通整 に ６人が出 （宮古市消防団）

□第１分団から第９分団は３１日で 警を 、 後５つの分団で巡回を継続（宮古市消防団）

□宮古市消防団第１６分団から大 海 、日出島、カントリークラ ル 場の下、宿、中の浜

の海 捜索の要 あり。（ ）

□水道復旧 は、鍬ヶ崎地区の 町の 会 はし 付近 で通水（上下水道部）

□水産物の は、田老地区の 内へ搬入（産業振興部）

 

  

□遺体 ３ ０体（２体 ）

□国道４５号の歩道部分の瓦礫撤去（三陸国道事務所）

□遺体捜索で田老地区１体、山田町で１体を発見（陸上自衛隊）

□明日２日は遺体捜索、生活支援（陸上自衛隊）

□洋上捜索（海上保安庁）

□物資 分、避難所支援（宮古地域振興センター）

□５日に 者の 会を開 （宮古地域振興

センター）

□大 水門を開放する 向で （宮古地域振興セ

ンター）

□築地地区の東北電力の ルが 災し、 田センタ

ーで支 いが可能（東北電力）

□重茂地区の通電作業中（電源車対応）（東北電力）

□鍬ヶ崎地区の 市場は４月１１日に通電予定（東

北電力）

□応急仮設住宅への電 を設 （ＮＴＴ）

□水道復旧 は、 ヶ浜ターミナル ル で通

水、 ヶ浜 ーク テル施設内の 電調査、鍬

ヶ崎地区の下町、 の浜町地区の瓦礫撤去の

を見ながら通水調査（上下水道部）
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□遺体 ３ 体（ 体 ）、 明４ 体

□陸上自衛隊の 部陸総 が４月１日に 去、 をささ たい。（山 市 ）

□ には 意されたい。（山 市 ）

□国道４５号の歩道部分の瓦礫撤去（三陸国道事務所）

□遺体捜索で田老地区、鍬ヶ崎地区で５体の遺体を発見（陸上自衛隊）

□ 川－重茂半島での 中捜索に る遺体の発見なし。（陸上自衛隊）

□明日３日は遺体捜索、生活支援（陸上自衛隊）

□宮古市消防団第１６分団から のあ た 水 は手 でき 。（海上保安庁）

□崎山地区の大 －カントリークラ ル 場で、 ガ に る捜索での遺体発見なし。（海上

保安庁）

□市町 との連 調整、応援要 ・物資の調整（宮古地域振興センター）

□ 市場 の事業者と 合 を 施（宮古地域振興センター）

□防 の応急復旧、大 水門の復旧作業（宮古 センター）

□重茂地区の南 ・北 は電源車で対応（東北電力）

□田老地区、鍬ヶ崎地区は瓦礫の撤去に合 建 場所を調査（東北電力）

□ＮＴＴ の通 ルの復旧作業を 施（ＮＴＴ）

□津軽石地区、 浜地区、鍬ヶ崎地区で自衛隊とともに遺体捜索（宮古市消防団）

□田老地区は、明日３日からガード ンに る 通整 （宮古市消防団）

□ ２３ の宮古市消防 は中 （宮古市消防団）

□水道復旧 は、鍬ヶ崎地区で 水 、 ルートで を （上下水道部）

□ 浜地区、 ヶ浜 ーク テルは明日３日 で自衛隊の給水車で対応、月 日から通水が可

能（上下水道部）

□３月３１日、４月１日に か所の田老地区内の避難所を１か所に 合し、グリーンピア三陸み

やこのアリーナ内に ００人 、 テル内に１泊５，０００ で 大３００人の避難者の

を４日に始めたい。（田老総合事務所）

□道 上の遺体捜索はす （田老総合事務所）

 

□遺体 ３ 体（１体 ）、 明２ 体、５日に市へ引き渡し予定

□国道４５号の歩道部分の瓦礫撤去を継続（三陸国道事務所）

□遺体捜索で鍬ヶ崎地区、山田町で５体の遺体を発見（陸上自衛隊）

□ 町小 －重茂間の集中捜索を明日４日も 施（陸上自衛隊）

□１１日 、体制の 更を予定、宮 県へ応援（陸上自衛隊）

□鍬ヶ崎地区の瓦礫撤去の 、 の 電を がいるので 意 いたい。（陸上自衛隊）

□洋上を捜索したが遺体の発見はなし。明日４日も引き続き 施（海上保安庁）

□物資 分、避難所支援（宮古地域振興センター）

□宿泊施設への一時 は４月 日に市へ 明予定であ たが、県庁で 行し ラシを し

た。 受付な の対応協 の上、明日４日に連 する。（宮古地域振興センター）

□中小企業 会を５日から 施（宮古地域振興センター）

□ 浜地区の防 の応急復旧は今 に 予定（宮古 センター）

□遺体 は田老地区で１体、山田町で 体（宮古警察署）

□車上 い１ 、引き続き遺体 、防 活 、 通整 （宮古警察署）
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□電力復旧 につい 、 ３用 の図面に 明、重茂地区の北 の追切に４０ 建 し４日

に通電の予定、重茂地区の南 は 日に通電の目標、 駅 は２ 建 し４日に通電の予定、

地区の テル近 への通電設 に 手（東北電力）

□ＮＴＴ と戸 のケー ルの点 作業を 施（ＮＴＴ）

□ 田県からの 急援助隊は４日をも 撤 、 後は盛岡市と宮古市で対応（宮古消防署）

□避難所への 報 は２日をも 、 は広報号外で する。（ ）

□市営住宅、 用 進住宅は４日に ０ 入 、 ２００ の予定であ たが、ガス水道

設備の に り物 が 、今後は応急仮設住宅での対応（都市整備部）

□民間コンサルの 報で、 水面 １，４００ ａ、う 宅地を２ とすると２ ０ ａ、これ

での区画整 面 から すると市のみの対応は困難（都市整備部）

□水道復旧 は、鍬ヶ崎地区の 水調査を継続、田老第一小学校 の田の で通水（上下水道

部）

□ 水地区は、鍬ヶ崎地区の下町、山 町地区、 の浜町地区 ０戸、 浜地区６戸、重茂地区

の里４戸、川代１０戸、田老総合事務所 １０戸の合 １００戸（上下水道部）

  

□ 務 川 務 がグリーンピア三陸みやこ、 湾施設、車両集 場、新里ト ーニングセン

ターを 察した。（山 市 ）

□遺体 ３ ６体（ 体 ）

□国道４５号の歩道部分の瓦礫撤去、 の撤去（三陸国道事務所）

□田老地区の 面 （三陸国道事務所）

□道 明の調査が し、明日６日 は撤去作業（三陸国道事務所）

□遺体の発見はなし。（海上保安庁）

□田老地区の小 内で ートに る捜索を行うも遺体発見には ら 。（海上保安庁）

□鍬ヶ崎地区と山田町で合 ３体の遺体を発見（陸上自衛隊）

□藤原地区で海 からの引き 作業 施、引 は 明（釜石運輸 ）

□市町 との連 調整、応援要 の調整（宮古地域振興センター）

□中小企業 営合 会に１ が 、このう は２ （宮古地域振興センター）

□明日６日、 市町 復興 会に 事が出 （宮古地域振興センター）

□明日６日 、宮古消防署と協 の上、水門を開放（宮古 センター）

□ 、 、捜索を 施（宮古警察署）

□市 所 の 号 の復旧には５か月から６か月の時間を要す。（宮古警察署）

□明日６日は重茂地区の南 を 用電源に切り える。（東北電力）

□鍬ヶ崎地区の 市場付近と 地区で建 （東北電力）

□戸 送電は崎山地区、 地区、藤原地区で 、津軽石地区で５０ 、 町－市 所間の

灯は電線が切れ いるため復旧 でに の 間を要す。（東北電力）

□重茂地区、市 地で戸 の復旧作業を 施、山田 ルは復旧（ＮＴＴ）

□鍬ヶ崎地区の上町－ 町間で１００ 、下町－ の浜町－山 町間で１００ の 水あり。（上

下水道部）

  

□遺体 ３ 体（２体 ）、 明の１４体を火

□ 地区、高浜地区、津軽石地区の国道４５号の歩道の瓦礫、 の撤去（三陸国道事務所）
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□高浜地区は２日～３日で 、 の地区は４日～５日で の見 み。（三陸国道事務所）

□来 は、ガード ールな の安 施設を （三陸国道事務所）

□宮古地区での遺体の発見はなし。（海上保安庁）

□ 日は、 に田 の島 で巡 ートに る遺体捜索を 施（海上保安庁）

□遺体捜索と生活支援を 施、３体の遺体を （陸上自衛隊）

□グリーンピア三陸みやこで、自衛隊の 隊に る に、避難者な ３００人が （陸

上自衛隊）

□藤原地区で車両１ 、瓦礫、 ロックの引 、 日 でに車両２０ 、ト ーラー１ を引

た。今後は 湾施設、 物の調査を 行し 施（釜石 湾事務所）

□市町 との連 調整、応援要 の調整（宮古地域振興センター）

□内 から避難所の生活 の 調査につい 通 があり、 １回 の調査を自衛隊に

した。（宮古地域振興センター）

□グリーンピア三陸みやこへの応急仮設住宅の建設にあ 、宮古 会 所（スタンプ会）に

る ーケット設 につい 協 （宮古地域振興センター）

□今後は津軽石川、田代川な の 川の瓦礫な の撤去を進める。（宮古 センター）

□ 、 、捜索、 安 を 施。宮古市内の国道４５号の 号がす 復旧する でには

６か月の時間を要する。（宮古警察署）

□ 地地区の海 、 人 に通電（東北電力）

□東北電力 ル の築地 目の送電 備に 手（東北電力）

□鍬ヶ崎地区の中 部の建 が 、 テル近 、宮古 出 所の受電作業を 施（東北電力）

□戸 送電は、藤原地区、高浜地区、津軽石地区で５０ 、末広町－中 通－大通間は電力 ー

ターが 水のため戸 送電が難 （東北電力）
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□築地地区、大通地区、 地区、津軽石地区、重茂地区の事業所、一 住宅の通 ケー ルの

復旧作業を５００人体制で 施（ＮＴＴ）

□市 所は、９日の 日と１０日の日 日も窓口業務な を行う。（ ）

□市内の９９ で給水が復旧、 りは重茂地区の里で４ 、川代で１０ 、田老地区の が

で２ ～３ 、 ヶ浜 ーク テルのみ（上下水道部）

□消防庁 の 察は、 日から１１日に （宮古市消防団）

□明日 日の会 は、各 の来 の予定を ー ーで 出し しい。（ ）

  

□ 日の地 に る巡回、歩道、盛 、 面の瓦礫 （三陸国道事務所）

□来 で瓦礫 が の予定、 は付 施設の復旧（三陸国道事務所）

□洋上捜索、海上自衛隊が田老－宮古湾の洋上を捜索、１０日に田老地区で活 （海上保安庁）

□田老地区で３体の遺体を発見（作業時の スコミ対 が必要）（陸上自衛隊）

□ 電に う給水支援（陸上自衛隊）

□遺体捜索、瓦礫撤去を田老地区で１ 間 らい、鍬ヶ崎地区で１０日 らい（陸上自衛隊）

□１２日 は体制を 更、生活支援は民間の復興とのバランスを見 活 を （陸上自衛隊）

□海域調査で車両１ 、 ロック４ 、コンテナ１ を引 、明日９日 は海面の （釜

石 湾事務所）

□市町 との連携調整、避難所巡回、産業復興支援（宮古地域振興センター）

□１１日１ 時に広域連 会 、 手県大 災復興 会を、１５日に 地 会を開 予定

が、 時 会につき日 を （宮古地域振興センター）

□１１日、発災から１か月目に 手県 事が釜石に と う を 施（市も

施を ）（宮古地域振興センター）

□地 に る道 への 石あり。 川の瓦礫撤去、大 水門の復旧作業（宮古 センター）

□応急仮設住宅２か所の建設に 手（宮古 センター）

□ 電に う 号消灯に る 通事 あり。（宮古警察署）

□築地地区、大通地区、 地区、津軽石地区、重茂地区の事業所、一 住宅の通 ケー ルの

復旧作業を５００人体制で 施（ＮＴＴ）

□市 所は、９日の 日と１０日の日 日も窓口業務な を行う。（ ）

□市内の９９ で給水が復旧、 りは重茂地区の里で４ 、川代で１０ 、田老地区の が

で２ ～３ 、 ヶ浜 ーク テルのみ（上下水道部）

□消防庁 の 察は、 日から１１日に （宮古市消防団）

□明日 日の会 は、各 の来 の予定を ー ーで 出し しい。（ ）

□ 日の地 に る巡回、歩道、盛 、 面の瓦礫 （三陸国道事務所）

□来 で瓦礫 が の予定、 は付 施設の復旧（三陸国道事務所）

□洋上捜索、海上自衛隊が田老－宮古湾の洋上を捜索、１０日に田老地区で活 （海上保安庁）

□田老地区で３体の遺体を発見（作業時の スコミ対 が必要）（陸上自衛隊）

□ 電に う給水支援（陸上自衛隊）

□遺体捜索、瓦礫撤去を田老地区で１ 間 らい、鍬ヶ崎地区で１０日 らい（陸上自衛隊）

□１２日 は体制を 更、生活支援は民間の復興とのバランスを見 活 を （陸上自衛隊）

□海域調査で車両１ 、 ロック４ 、コンテナ１ を引 、明日９日 は海面の （釜

石 湾事務所）

□市町 との連携調整、避難所巡回、産業復興支援（宮古地域振興センター）

□１１日１ 時に広域連 会 、 手県大 災復興 会を、１５日に 地 会を開 予定

が、 時 会につき日 を （宮古地域振興センター）

□１１日、発災から１か月目に 手県 事が釜石に と う を 施（市も

施を ）（宮古地域振興センター）

□地 に る道 への 石あり。 川の瓦礫撤去、大 水門の復旧作業（宮古 センター）

□応急仮設住宅２か所の建設に 手（宮古 センター）

□ 電に う 号消灯に る 通事 あり。（宮古警察署）
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□地 に る 電対応、１５時３０分に市内が通電（東北電力）

□ＮＴＴ は 復が 、各地区で５００人 に り復旧作業に対応中（ＮＴＴ）

□ の うな津 意報、警報発 の 、 の 集場所を宮古消防署とすることで、 営会

で確 み（ ）

□ 重 外の 物の ータ ース に る を予定し いる。田老地区は田老公民 に一

の予定（ ）

□ 電に り した窓口業務を明日９日から 開（市民生活部）

□道 上の み回 のためトラックを運行（都市整備部）

□県 宮古 り北 は 水 に水がた り 第給水、津軽石地区は復電後に給水開始、鍬ヶ

崎上町地区から は今 水し 水 に水をためる。（上下水道部）

□鉄 外の瓦礫を く を 入（田老総合事務所）

□ 手県消防協会を通 、 ンプ車１ 、 車４ の消防車両を （宮古市消防団）

 

□国道４５号の藤の川地区、高浜地区、 浜地区の歩道部分の瓦礫撤去、 の撤去（三陸国道

事務所）

□高浜地区の 、転 防 の （三陸国道事務所）

□洋上からの捜索を 施したが、遺体の発見はなし。（海上保安庁）

□海上保安庁では県南に 力を集中、宮古地区は２ の体制（海上保安庁）

□山田町で１体の遺体を （陸上自衛隊）

□捜索・生活支援を 施（陸上自衛隊）

□市町 との連 調整、避難所・物資 の人的支援（宮古地域振興センター）

□中小企業 営 会に 、う １ が （宮古地域振興センター）

□ ンストップ 会に２１ 、う １ が （宮古地域振興センター）

□ 川の瓦礫撤去（宮古 センター）

□水門 能回復作業は から９ 、 りは電 作水門、 と の水門は で開

放につい 宮古消防署と協 中（宮古 センター）

□明日１３日、宮古地区で応急仮設住宅１３ 戸の建設に （宮古 センター）

□県外の医 ー は 団体（宮古保 所）

□避難所での医 ニーズに あり。今後の巡回医 のあり につい を要す。（宮古保

所）

□医 拠点や市内開業医での受 をサ ートする 手 な の につい 、市に要 あり。

（宮古保 所）

□ 地区の県 宮古 業高校付近で１体の遺体を （宮古警察署）

□大通－向町間で瓦礫の 去が進 ことから、電 の建 えを進める。（東北電力）

□ 地区の テル近 、宮古 湾事務所に送電（東北電力）

□田老総合事務所－田中間は田老駅 いに ルートで建 、 を 備（東北電力）

□宮古地区では が 能のため、電気料 の ができない （東北電力）

□津軽石地区、重茂地区で通 ケー ルの復旧作業（ＮＴＴ）

□避難所の集 は、国民 の避難者を 、 安 、 は施設 者の意向を え

面は集 しない。（市民生活部）

□ 明の遺体３体（総 ２１体）、 りのない遺体１体を火 した。 にも１２体～１３

体の遺体あり。（市民生活部）
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